


授業実践振り返りシート（授業前後）               
授業開始直後と授業終了時の学習課題に対する考え（あらわれ）を比較・分析することで、生徒の

学習状況を把握し、授業設計診断４項目の視点に立って授業設計を見直す。 

授業開始直後の学習課題に対する考え 授業終了時の学習課題に対する考え 

Ａさん どうやって考えたらよいか、考えられない。 今回の授業で、以前学習した組み合わせCの計算の仕

方など忘れていたことを復習できてよかった。 

今回の目標が、定理となっていることを最後に知っ

て驚き、すごいなと思いました。 

Ｂさん 素数を扱うことから素因数分解などを用いるので

はないか。 

 が  の倍数だった！という驚き。まあ確

かに考えてみればそうだけど証明してみてすっきり

した。  

Ｃさん どうやったらよいか、考えられない。 みんなのひらめきのおかげで解くことができまし

た。2項定理の使い方が分かりました。B班の内容は

見た目が難しそうだったが、理解したら簡単でした。 

授業設計の振り返り 

解決したい 

課題や問い

 が  で割り切れるという問題が、生徒自身の問題として捉えられずに授

業が展開されてしまった。具体的な数値を代入してから不思議さを確認した方がよ

かったと思われる。（限られた授業時間のなかで、導入をどのくらい扱うかを判断

することは難しい。） 

考えるための材料 

エキスパート問題のヒントが多く作業的になってしまっていたかもしれない。 

理解できた生徒ができなかった生徒に説明するだけになってしまい対話により 

深めることになっていない班がある一方で2つの材料の難易度が適切で各エキス 

パートが深めていくことができた班もあった。 

対話と思考 

班の中にわかる生徒が必ず1人いて活発に対話しているようだった。また、お互 

いが補足しながら考え方をまとめている様子が見られた。一方で、わからなかっ 

た生徒がわかった生徒に説明されただけで理解できていたか疑問である。また、 

作業的になってしまっていた生徒もいた。 

学習の成果 

フェルマーの定理などの学習を発展させるヒントがあった一方で、この問題を通 

じて、さらに深く追求して新たな課題を見つけることにはつながっていない。 

発展的に考える問題を扱うことは難しく感じた。 
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